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論文審査員

本論文は、 「Webプログラミング言語教育のためのプレゼンテーションシステムの開発と有効性の評価Jと
題し、 7章から構成されている。
第1章「序論jでは、本研究の背景としてプログラミング言語教育の必要性とその支援について、マルチメ
ディアラーニング理論やインス トラクショナルデザイン理論を踏まえて議論している。その上で、本研究の目
的が、講義形式による初学者向けのプログラミング教育をより効果的に行うためのプレゼンテーションシステ
ムを提案し、その有効性を実証することであると述べている。また、本研究におけるWebプログラミング言語
とは、 HTML、css、JavaScriptを指し、プレゼンテーションシステムは、プレゼンテーションを実施するため
のソフトウェア「CodExJと、プレゼンテーション資料を作成・編集するためのソフトウェア「CodExGUI Edi 
torJから構成されているとしている。
第2章 rwebプログラミング言語教育のためのプレゼンテーションソフトウェア『CodEx』の開発」では、 Cod
Exの概要と要件定義、構成要素、機能について述べている。 CodExは、 Webブラウザベースのプレゼンテーショ
ンソフトウェアであり、 l枚のスライド上でインタラクティブ、なプログラム解説や実演が可能となるWebプログ
ラミング言語の実行環境機能を備えている。 CodExのプレゼンテーションスライドには、 「コードボックスj
と「実行ボックス」を配置することができる。教員は、スライドを表示中にコ｝ドボックス上のサンプノレコー
ドを随時編集可能であり、その実行結果を任意のタイミングで実行ボックスに表示することを可能にしてい
る。その結果、表示アプリケーションを切り替えることなく、プログラムコードのインタラクティプな解説や
実演が可能になったことを示している。加えて、 Webブラウザベースのソフトウェアにしたことにより、様々
なメディアがシームレスに利用可能になった長所も述べている。
第3章「CodExのユーザピリティ評価」では、プレゼンテーションソフトウェアCodExを用いた模擬授業を実
施し、教員および受講者としてのユーサ’ピリティ評価を行っている。その結果、前章で述べた要求仕様が十分
に満たされていることを示している。
第4章 「スライド作成・編集ソフ トウェア『CodExGUI Editor』の開発」では、 CodExプレゼンテーション
資料の作成をWYSIWYGに作成するためのプレゼンテーション作成・編集ソフトウェア「CodExGUI EditorJの
要件定義と機能・実装について述べている。そして、既存のGUIベースのプレゼンテーション作成ソフトウェ
アとの機能比較を示し、本ソフトウェアが機能面で優れていることを示している。
第5章 「『CodExGUI Editor~ のユーザピリティ評価J では、教員による「CodEx GUI EditorJの評価が述
べられている。教員にプレゼンテーション資料を作成してもらい、スライドを容易に作成可能であるかについ
て様々な観点からアンケート評価が行われている。その結果、本ソフトウェアの機能はよい評価を得られたこ
とが示されている。つまり、 Webブ、ラウザベースのプレゼンテーションソフトウェアであってもGUIエディタが
利用可能であり、その効果が高いことを示している。
第6章「CodExを用いた講義の評価Jでは、 CodExを利用することによるプログラミング言語に関する学習効
果を測定している。 JavaScriptを学習内容とし、 CodExを利用した授業（以下「提案手法」と記す）とCodExを
利用しない従来手法による授業（以下「従来手法」と記す）を比較している。授業は小時間の実験的な模擬授
業を行い、実験開始前の事前アンケートと事前テス ト、事後テスト、テスト直後のアンケート、実験終了時ア
ンケートにより評価を行っている。その結果、提案手法による授業の事後テストの結果から、 CodExはプログ
ラミング言語のメカニズムを教える上で、従来手法より有効であることが示されている。
第7章 「結論Jでは、以上の章において得られた結果を結論としてまとめるとともに、今後の研究課題を示
している。初学者向けのWebプログラミング言語教育において、スライド上でインタラクティプに解説や実演
することが可能であり、その結果、学習者の理解を高めることが可能であることを示している。
以上のように、本論文は、初学者に対するプログラミング言語教育を効果的に行うためのプレゼンテーショ
ンソフトウェアの機能を提案・実証しており、今後のプログラミング言語教育の改善に貢献するところが大き
い。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として、十分価値あるものと認められる。
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